











































鬱)村邊草市橋  村辺 草市の橋
月下習師網  月下 晋師の網
(3)草市迎江貨  草市に江貨を迎え
津橋税海商  津橋に海商を税 く
は)幾鹿天邊見新月  幾処か天辺に新月を見
経過草市憶西施  草市を経過して西施を憶う
15)夜船踊草市    夜船は草市に帰り















誇酒書旗有小模  酒を誇 り旗に書し小楼有り (杜牧 入茶山下題水口草市絶旬)
のように小楼まである「草市」,更に「凡江淮草市蓋近水際,富室大戸多居其間,自十五年茶,江南
江北凡名草市,期殺皆遍」(社牧 上李太尉論賊書)のように大商人の家まで軒を並べた「草市」も






































競い向う長楊柳市の北   (王維 同比部楊員外十五夜遊有懐静者季)
桃源は一向に風塵を絶ち
柳市の南頭 隠冷を訪ぬ  (王維 春日輿表迪過新昌里訪呂逸人不遇)
貧居は柳市に依り
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揚鞭向柳市  鞭を揚げて柳市に向い

































































(6)文君酒市逢初雪  文君の酒市 初雪に逢い
浦貰新浩洗旅顔  満貰の新治 旅顔を洗う
(7)朝聞奏卦入朝堂  朝に奏対を聞きて朝堂に入り


























(D昔稀夭桃子    昔は夭桃子と称せられ
今馬春市徒    今は春市の徒となる    (陳子昂 感遇詩二十八首,其十五)
鬱)戚姫χ髪入春市  戚姫は髪を髭られ春市に入り







(1)出金市而連鉗   金市を出でて観に連なり
入銅街而結瓢   銅街に入りて瓢を結ぶ   (陳子昂 晦日宴高氏林亭井序)
(2)雙狭弾茶金市  雙々と弾を挟みて金市に来り
雨雨鳴鞭上渭橋  両々と鞭を鳴して渭橋に上る (桂 頴 渭城少年行)
俗)五陵年少金市東  五陵の年少 金市の東
銀鞍白馬度春風  銀鞍 白馬 春風を度る  (李 白 少年行二首,其二)
141金市富居近    金市は旧き居に近 く


























































(1)重市鋪農酔    蚕市 帰農に酔い
漁舟釣客醒    漁舟 釣客醒む      (辞 能 邊城寓題)
鬱)蝸鷹経歳客    蝸鷹経歳の客
重市異郷人    蚕市 異郷の人      (司空固 漫題三首,其二)
は)繁市初開鹿鹿春  蚕市初めて開く処々の春
九衝明鑑起香塵  九衡明らかに鈴かし香塵起つ (眉 娘 和卓英英綿城春望)
(4)明朝駕幸遊露市  明朝駕幸し蚕市に遊び








(1)城邊魚市人早行  城辺の魚市 人早く行き
水煙漠漠多樟群  水煙漠々として樟声多し  (張 籍 涸水行)
(2)艇子収魚市    艇子 魚市に収まり
鳩兒喋荻叢    鳩兒 荻叢に喋ぐ     (元 根 間二首,其―)
(0遠近持齋茶諦縣  遠近持斎来りて諦聴
酒坊魚市基無人  酒坊魚市尽く人なし    (銚 合 賂僧雲端講経)
(4)沙邊賣客喧魚市  沙辺の賣客魚市に喧しく
島上潜夫酔筍荘  島上の潜夫筍荘に酔う   (方 千 越中言事二首,其二)
塩見邦彦 :全唐詩「市」考
6)魚市酒村相識編  魚市酒村相い編なるを識り














(1)鉤陳粛蘭屋    釣陳 蘭屋爺たり
璧沼浮枕市    璧沼 枕市に浮ぶ     (路濱王 帝京篇)
(2)霧披椀市語    霧披れて挽市謁み
水静璧池園    水静かに壁池円かなり   (在日知 冬日述懐奉呈草祭酒張右丞蘭蔓名
賢)
(3)蓬山高慣博新韻  蓬山高価にして新韻を伝え
枕市芳年把盛色  愧市芳年にして盛色を把く (武元衡 酬談校書長安秋夜封月寄諸故害)
(4)襲芳践蘭室    芳を襲いて蘭室を践み
學古遊椀市    古を学びて椀市に遊ぶ   (劉萬錫 韓十八侍御……故足成六十二韻)
6)椀市諸生夜讀書  椀市の諸生 夜読書し
北省分明排魯魚  北省分明にして魯魚を弁ず (劉高錫 秋螢引)
(6)散麺遮拠市    散刻 拠市を遮り
堆花屋柳橋    堆花 柳橋を圧す     (白居易 西棲喜雪命宴)
P)戯悲椀市便便笥  戯れに椀市を悲しむ便々の笥
狂憶樟亭浦浦杯  狂にして樟亭を憶う満々の杯 (羅 隠 暇日感懐因寄同院呉蜆拾遺)
これらの「椀市」は,元来,椀並木を言い,漢代にはここで学生達が郷里の名産品や書物,笙碧,




















(1)亥市風煙接    亥市 風煙接し
隋宮草路深    隋宮 草路深し
(2)湘南罷亥市    湘南 亥市を罷め
漢上改詞曹    漢上 詞曹を改む
(3)亥市魚堕衆    亥市に魚塩衆まり
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大きく東えられている革市を指していたJ。
'9註
ケ)に同じ。
1201同氏
9,加藤繁 l支那経済史考詭 上,一七「唐宋時代の章市及び其の説展」。
9か '黄年鍵下多逮虎,亥日沙頭始貢魚也(EHE易,得微之劉官後書備知通州之事帳然有懸因成四章,其二),「亥
日鱗岬岬,寅年足虎駆」(白居易`東南行
一百韻),「江村亥日長熱 、落帆度橋茶浦裏」(張籍ュ江南曲)等。
(平成元年4月20日受理)

